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第２回
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2001年2月21日にうまれた「ユニセフ子どもネット」。昨年
さくねん

は、ユニセ

フが世
せ

界
かい

的
てき

にとりくんだSay
セ イ

Yes
イエス

for
フォー

Children
チ ル ド レ ン

キャンペーンを日本でおこ

なうために資料
しりょう

をつくったり、署名
しょめい

活動
かつどう

をしたり、12月に横浜
よこはま

でひらかれ

た「第
だい

2回
かい

子どもの商業的
しょうぎょうてき

性的
せいてき

搾
さく

取
しゅ

に反対
はんたい

する世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

」に向けて学習
がくしゅう

会
かい

や合宿
がっしゅく

セミナーをおこなったり…、世界会議の日本代表
だいひょう

に選
えら

ばれたネット

ワーカーは本番
ほんばん

でも大活躍
だいかつやく

しました。

ユニセフ子どもネットの活動は、世界の注目
ちゅうもく

も集めています。今年発行
はっこう

され

るユニセフの年
ねん

次
じ

報告
ほうこく

などにも、その活動
かつどう

がとりあげられるかもしれません。

日本は、知
ち

識
しき

や情報
じょうほう

を学ぶことには熱心
ねっしん

だけど、自分の意
い

見
けん

を世界に向け

て発表
はっぴょう

したり、この地
ち

球
きゅう

をよりよいものにするために率先
そっせん

して活動することに

はあまり熱心ではないと思われてきました。ユニセフ子どもネットが、「子ども

の権
けん

利
り

」にかかわる世界的な運動
うんどう

に積極的
せっきょくてき

に参加
さんか

することで、「日本の子ども

は、世界の問題を考えたり、発言
はつげん

したり、行動
こうどう

したりするぞ」というメッセー

ジを世界に伝
つた

えることができるでしょう。

ユニセフ子どもネットは世界のことを考え、世界に向けて活動します。その

使
し

命
めい

は、「この世界を子どもたちが健康
けんこう

に幸
しあわ

せにくらせる世界に変
か

えていくこ

と」。

そのために、世界の問題に関心
かんしん

を持
も

ち、学
まな

び、自分の意
い

見
けん

を持ち、その意

見を世界に発表していくことが必要
ひつよう

です。この「ユニセフ子どもネットニュー

ス」がそうしたことを実現
じつげん

し、みなさんの情報
じょうほう

交
こう

換
かん

の場になることを願
ねが

ってい

ます。このニュースレターはネットワーカーのみなさんがつくっていくもので

す。いっしょに大きく育
そだ

てていきましょう。

いよいよはじまった2002FIFAワールドカップTM。昨年
さくねん

11月、国際
こくさい

サッカ

ー連盟
れんめい

（FIFA）とユニセフはこの大会
たいかい

で子どもたちのために協力
きょうりょく

することを決
き

め、6月19日（水）は、世
せ

界中
かいじゅう

どんなところでくらしている子どもたちもサッ

カーを楽
たの

しめる日
ひ

「子どものためのワールド・サッカー・デー」になりました。

4月27日（土）、ユニセフ特
とく

使
し

として来日したナーネ・アナンさん（国連事

務総長夫人）をお招
まね

きして子どものためのワールド・サッカー・デー記念セレ

モニーと子どもセッションがひらかれました。セレモニーでは、ワールド・サッ

カー・デーの成功
せいこう

に向けてさらに協力
きょうりょく

して取
と

り組
く

もうと約束
やくそく

されました。

子どもセッションでは、アナンさんに子どもたちが質問
しつもん

しました。ネットワ

ーカーの大
おお

矢
や

透
とおる

くん（14歳
さい

）は「スポーツに国境
こっきょう

はないと思
おも

います。日本の

子どもにメッセージはありますか?」と質問
しつもん

しました。アナンさんは、「サッカ

ーは、さまざまな人びとが出会
で あ

う機
き

会
かい

になり、スポーツを超
こ

えた大きな意味
い み

が

あります。子どもたちには、レクリエーションを楽
たの

しみ、遊
あそ

ぶ権
けん

利
り

があります。みなさんが世
せ

界
かい

のことを考
かんが

えてくれる

ことにはとても意味
い み

がありますよ。」と答
こた

えてくれました。

ı セレモニーには高円宮
たかまどのみや

両
りょう

殿
でん

下
か

もご臨席
りんせき

され、アナンさ

んと岡
おか

野
の

俊一郎
しゅんいちろう

日本サッカー協会
きょうかい

会長
かいちょう

、澄
すみ

田
た

智
さとし

日本ユ

ニセフ協会会長がサッカーボールにサインをしました。

※総会
そうかい

で子どもたちが発表
はっぴょう

したアピールの全文
ぜんぶん

やアナンさんとのQ＆Aなどをホームページでお伝えしています。 http://www.unicef.or.jp
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子どもにふさわしい世
せ

界
かい

をつくるために何
なに

を

したらよいか話
はな

し合
あ

う「国連
こくれん

子ども特別総会
とくべつそうかい

」

が5月8日から10日までアメリカ・ニューヨ

ークの国連本部
こくれんほんぶ

でひらかれました。60か国以

上の総理
そう り

大臣
だいじん

や大統領
だいとうりょう

をはじめ、合計
ごうけい

6000

人以上が参
さん

加
か

しました。

本会議
ほんかいぎ

の前
まえ

、5月5日から7日まで、138

か国から362人の子どもたちが参加して「子

どもフォーラム」がひらかれ、子どもたちだけ

での話し合いもおこなわれました。ここでまと

められた子どもたちのアピールは、8日の本会

議で発表
はっぴょう

されました。子どもが国連総会
こくれんそうかい

で

演説
えんぜつ

するのはこれがはじめてのことです。

「わたしたちは世界の子ども。わたしたち

は搾取
さくしゅ

や虐待
ぎゃくたい

を受
う

けている子ども。わたした

ちはこれまで声を聞いてもらえることのなかっ

た子ども。…わたしたちは子どもにふさわしい

世界がほしいのです。」こうはじまった子ども

のアピールは、子どもにふさわしい世界はどん

な世界かをひとつずつ説明
せつめい

し、最後
さい ご

に「おと

なはわたしたちを未来
み らい

というけれど、わたした

ちは今ここにいる現在
げんざい

でもあるのです。」とし

めくくりました。

その後、世界各国のリーダー達
たち

は熱心
ねっしん

な

議論
ぎ ろん

をし、これから世界の子どもたちのため

に果
は

たす約束
やくそく

を決
き

めて閉会
へいかい

しました。

この会議については、次号
じ ごう

のユニセフ子ど

もネットニュースでくわしくお伝えします。

アナン国連
こくれん

事務
じ む

総長
そうちょう

夫
ふ

人
じん

ユニセフ特
とく

使
し

として来日
らいにち

トピ
ックス

TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS TOPICS UNICEF

国
こく

連
れん

子
こ

ども特
とく

別
べつ

総
そう

会
かい

が
ひらかれました

各国
かっこく

の子どもたちが世
せ

界
かい

に向
む

けてメッセージ
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栄
えい

養
よう

が十
じゅう

分
ぶん

足
た

りていない子
こ

どもたち
5歳

さい

になる前
まえ

の子どものうち、体
たい

重
じゅう

が標
ひょう

準
じゅん

よりも軽
かる

い子どもの割
わり

合
あい

が25パーセント以
い

上
じょう

の国
くに

(1995-
2000)
＊いま、世界では1億

おく

4,900万
まん

人
にん

の子どもが栄
えい

養
よう

不
ふ

良
りょう

（栄養

が十分に足りていないこと）です。その3分の2はアジア地
ち

域
いき

の子どもたちですが、アフリカでも栄養不良の子どもの

数は増
ふ

えています。

学
がっ

校
こう

に行
い

けない子どもたち
小学校に入

にゅう

学
がく

したり、通
かよ

ったりできない子どもが、
60パーセント以

い

上
じょう

いる国
くに

＊学
がっ

校
こう

に通える子どもたちの割
わり

合
あい

は高
たか

くなってきていますが、

それでもまだ１億
おく

人以上の子どもたちが小学校に通えずに

います。そしてそのうちの57パーセントが女の子です。

　健康に生まれて、
元気に育って、 

学校に行く
のは、あた
りまえの 
こと？ 

2002年世界子供白書から 

ち ず み せ かい 
けん こう う 

げん き そだ 

がっ こう い 

ねん せ かい こ ども はく しょ 

0 200 400 600 800 1000 1200

1,100人 

430人 

360人 

190人 

140人 

55人 

39%
5%

6%
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2%

8%

38%

サハラより南の

アフリカ地域 ラテンアメリカと

カリブ海地域 

東アジアと太平洋地域 

中東と北アフリカ 

南アジア 

女の子 

 57パーセント 
  

 

 

 

男の子  

43パーセント 
 

　　　　　　　サハラより南のアフリカ地域 

　　　　　　　　　南アジア 

　　　　　　　中東と北アフリカ 

　　  ラテンアメリカとカリブ海地域 

　　東アジアと太平洋地域  

旧ソ連とバルト海地域 

赤ちゃんをうむのは命がけ 
10万人の赤ちゃんが生まれるとき、何人のお母さんが命を失っているか(1995年)

小学校に通っていない子どもはどの地域に多いのだろう？
（1998年 地域別） 

＊ちなみに日本では10万人の出生あたり8人で

す。世界では、毎年515,000人のお母さんが、

妊娠中や赤ちゃんをうむときに亡くなってい

ます。そのおよそ半分が、サハラより南のア

フリカ地域で起こっています。 

しょう がっ こう かよ ち いき おお   あか いのち   

かあ いのち うしな   

ひがし たいへい よう ち いき 

先進工業国 
せん しん こう ぎょうこく 

旧ソ連とバルト海地域 
きゅう れん かい ち いき 

ち いき 

かい ち いき 

みなみ 

みなみ 

みなみ ち いき 

みなみ 

ちゅうとう きた 

かいちいき 

ひがし たいへいよう ち いき 

きゅう れん かい ち いき 

ちゅうとう きた 

に ほん しゅっしょう 

にんしんちゅう な 

せ かい かあ 

みなみ はんぶん 

ち いき お 

（10万の出生あたり） 
しゅっしょう 

わたしが6年
ねん

間
かん

通った学校は、ずっと汽
き

車
しゃ

の車
しゃ

両
りょう

だった。とても勉
べん

強
きょう

できるようなところでは

なかった。窓
まど

にガラスはなく、夏
なつ

は暑
あつ

すぎ、冬
ふゆ

は寒
さむ

すぎた。手
て

袋
ぶくろ

もなくて、書
か

くこともできな

かった。1時
じ

間
かん

か2時間、寒さの中で授
じゅ

業
ぎょう

をす

ると、先
せん

生
せい

は私たちを家
いえ

に帰してしまった。

イサ、17歳
さい

アゼルバイジャン

13歳
さい

のときにお金
かね

がなくて学
がっ

校
こう

をやめたわ。

15歳になって学校にもどろうと思
おも

ったけど、

もう受
う

け入
い

れてもらえなかったの。

エイリン15歳 コスタリカ

食
た

べるものも十分にないのに、

どうして学校に行けるというの？

街
まち

で物
もの

売
う

りをする子ども12歳

エチオピア

ずっと石
いし

切
き

り場
ば

ではたらいていたの。何
なに

かしら理
り

由
ゆう

をつけ

ては、いつもなぐられた。とうさんの借
しゃっ

金
きん

はいつまでたっ

てもへらなかった。何年もはたらいてようやくNGOの人
ひと

が助
たす

けてくれたの。今
いま

は、教
きょう

育
いく

を受
う

けることがどんなに

大
たい

切
せつ

かわかるわ。今なら、だれもわたしやわたしの家
か

族
ぞく

に、何
なに

も書
か

いていない紙
かみ

にサインさせて奴
ど

隷
れい

のような仕
し

事
ごと

をさせたりできないもの。

カウシャーリヤ14歳 インド

©UNICEF/HQ93-1981/Giacomo Pirozzi

栄養不良は、定期的に体重をはかって記録することで、
早く見つけることができます。

©UNICEF/HQ99-0623/Giacomo Pirozzi
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いい教
きょう

育
いく

を受けられる特
とっ

権
けん

みたいなチャンスに恵
めぐ

ま

れた子どもも、そういうチャンスを与
あた

えることができ

る人もいる。だけど、そういうチャンスを奪
うば

われて、

はたらいている子どももいる。親
おや

から見
み

れば、勉
べん

強
きょう

するかわりに、はたらいてお金をかせいできてくれれ

ばありがたいでしょう。だけど、勉強することは将
しょう

来
らい

の家
か

族
ぞく

のためになるのです。いろいろな意
い

味
み

でお

金
かね

には代
か

えられないようなものに。

ディープティ17歳 インド

どうして学校に 

行けない子どもの 

57％は女の子なの？ 



バングラデシュのある農
のう

村
そん

。3歳
さい

にな

ったばかりのタンビールは、今朝
けさ

から元
げん

気
き

が

ありません。遊
あそ

び相
あい

手
て

をしていたおねえさんのユ

レカが、お母
かあ

さんに言
い

います。「タンビールったら、げりして

るわ」お母さんはタンビールのようすを見ると、ユレカにお湯
ゆ

をわかすように言ってどこかへ出
で

かけていきました。

30分
ぷん

ほどしてもどってきたお母さんは、わかしたお湯をボ

ールにうつしてさまし、小さな袋
ふくろ

に入ったものをとかしいれ

ました。

「お母さん、それなあに？」ユレカがたずねます。「経
けい

口
こう

補
ほ

水
すい

塩
えん

っていうの。このまえ保
ほ

健
けん

センターの学
がく

習
しゅう

会
かい

でおそわっ

たのよ。げりをしている子には、これをきれいな水にとかして

飲
の

ませると、脱
だっ

水
すい

症
しょう

状
じょう

を防
ふせ

いでくれるんですって。だから

今、保健センターでもらってきたのよ」「脱水

症状？」「げりで体
からだ

から水
すい

分
ぶん

がいっぱい出ていっ

てしまうと、そうなってしまうの」

こう言いながら、お母さんはタンビールにスプーンでさっ

きの水を飲ませはじめました。朝
あさ

ごはんのときには食
しょく

欲
よく

がな

かったタンビールも、おいしそうに飲
の

んでいます。「あとは、

あなたにお願
ねが

いできるかしら？ゆっくり飲ませてやって」そ

うユレカに言うとおかあさんは食
しょく

事
じ

のしたくをはじめました。

今日のタンビールの夕
ゆう

食
しょく

は、豆
まめ

をすりつぶしたものとゆるい

おかゆです。ココナッツジュースも飲
の

んでいます。

3日
か

後
ご

、ユレカの後
あと

を追
お

って元
げん

気
き

に走
はし

り回
まわ

るタンビールの

姿
すがた

がありました。

経
けい

口
こう

補
ほ

水
すい

塩
えん

は“スポーツドリンクのもと”と同じようなも

ので、体に対
たい

して水
すい

分
ぶん

の吸
きゅ

収
しゅう

をよくするはたらきがあります。

安
あん

全
ぜん

な水
みず

を使
つか

えないなどの理
り

由
ゆう

から、開
かい

発
はつ

途
と

上
じょう

国
こく

では、げ

りはよくおこる病
びょう

気
き

です。食
た

べさせなければげりが止まるの

ではないかと考えたり、げりのときの水
すい

分
ぶん

や栄
えい

養
よう

のとらせか

たを知らなかったりして、その結
けっ

果
か

、子どもが脱
だっ

水
すい

症
しょう

状
じょう

に

なり、ひどいときには命
いのち

を失
うしな

ってしまうことさえあります。

経
けい

口
こう

補
ほ

水
すい

塩
えん

やジュース、おかゆなどで水分や栄養分をおぎ

なう方法を経口補水療
りょう

法
ほう

といいます。バングラデシュにはこ

の療法が開
かい

発
はつ

された国
こく

際
さい

下
げ

痢
り

研
けん

究
きゅう

所
じょ

があり、半
はん

数
すう

以
い

上
じょう

の人

がこの療法を知っています。知
ち

識
しき

を広
ひろ

めることが、子どもの

命
いのち

を守
まも

ることに直
ちょく

接
せつ

つながっています。
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5歳
さい

になる前
まえ

の子どもがげりになったときに、どれだけ
きちんと手

て

当
あ

てされているだろうか？
脱
だっ

水
すい

症
しょう

状
じょう

から命
いのち

を守
まも

る「経
けい

口
こう

補
ほ

水
すい

療
りょう

法
ほう

」が広
ひろ

まっている割
わり

合
あい

1995-2000

60パーセント以上の国

40～59パーセントの国

20～39パーセントの国

©UNICEF/HQ97-0331/ Shehzad Noorani

この地域は栄養の 

足りない子どもや 

学校にいけない子どもが 

多いね 

20パーセント未満の国

データなし

※この地図は、国境等の法的地位についてユニセフの
立場を示すものではありません。

（データ出典：UNICEF/UNESCO）

げん き 

経口補水療法 

世界の子どもたちは 

どんな生活を 

しているのかな？ 



アフガニスタンってどんな国
くに

？

アフガニスタンには戦
せん

争
そう

と破
は

壊
かい

のイメージがありましたが、

先
せん

日
じつ

インターネットでカブール美
び

術
じゅつ

館
かん

の展
てん

示
じ

物
ぶつ

の写
しゃ

真
しん

を

見
み

て、壮
そう

大
だい

で壮
そう

麗
れい

な文
ぶん

化
か

財
ざい

がたくさんあり驚
おどろ

きました。

Ａ:（勝間さん）アフガニスタンの周
しゅう

辺
へん

は東
とう

方
ほう

の文
ぶん

化
か

と西
せい

方
ほう

の文
ぶん

化
か

が交
こう

流
りゅう

する交
こう

差
さ

点
てん

みたいなところだったんです。仏
ぶっ

教
きょう

がギリシャの彫
ちょう

刻
こく

や哲
てつ

学
がく

と出
で

会
あ

って、ガンダーラ仏
ぶつ

像
ぞう

という

最
さい

初
しょ

の仏像がつくられました。世
せ

界
かい

中
じゅう

から仏教の教えを学
まな

び

に人びとが集まったんです。

（杢尾さん）タジキスタンにも世界で一
いち

番
ばん

大きな涅
ね

槃
はん

像
ぞう

があり

ます。シルクロードはいろいろな文化が交差するところですか

ら、知
し

られざる発
はっ

見
けん

がたくさんあるんですよ。

「空
くう

爆
ばく

前
まえ

のアフガニスタンは治
ち

安
あん

がよかった」という話
はなし

を

聞
き

いたのですが、本
ほん

当
とう

ですか？

Ａ:（勝間さん）もともとアフガニスタンは治
ち

安
あん

が悪
わる

かったの

ですが、タリバン＊が政
せい

権
けん

を担
にな

うようになってから、いきすぎ

なほど規
き

律
りつ

をきびしくし、それを全
ぜん

国
こく

的
てき

に広
ひろ

げたので、治安

がよくなり人びとは喜
よろこ

びました。でも、生
せい

活
かつ

がよくならない。

病
びょう

院
いん

もないし井
い

戸
ど

もない。それに、“女
じょ

性
せい

は働
はたら

いてはいけない、

教
きょう

育
いく

も受
う

けてはいけない”など禁
きん

止
し

することが多
おお

くて、人び

との期
き

待
たい

はどんどんうすれていったと思
おも

います。

アフガニスタンの女
じょ

性
せい

は
差
さ

別
べつ

されているの？
アフガニスタンで女性はどのような地

ち

位
い

にありますか？アフガニスタンでは

男
だん

性
せい

が女性を虐
ぎゃく

待
たい

していて、女
じょ

性
せい

差
さ

別
べつ

の

象
しょう

徴
ちょう

のように報
ほう

道
どう

されていますけれど…？

Ａ:（勝間さん）私たちから見ればイスラムの女性の社
しゃ

会
かい

的
てき

地位は低
ひく

いと思
おも

います。ただ、一
いっ

方
ぽう

的
てき

にひどい女性差別のあ

る国だというのはまちがっていると思います。タリバンの時
じ

代
だい

に女性はブルカ（頭
あたま

からすっぽりかぶって姿
すがた

をかくすような衣
い

服
ふく

）を着
き

なければなりませんでした。今では義
ぎ

務
む

ではなくなっ

たのに、まだ着ている人が大
おお

勢
ぜい

います。

理
り

由
ゆう

はさまざまでしょうが、ブルカを

着ること自
じ

体
たい

は大したことではないと

思っているようです。それは、彼
かの

女
じょ

た

ちが着たいか着たくないかにまかせるべきことです。

“完
かん

璧
ぺき

な社会はこういうもの”と、示
しめ

せるものはないと思うん

です。アメリカが完璧とも日本が完璧ともいえないですよね。

だからその国の人びと、アフガニスタンの女性が自分の社会

をつくっていかなくてはなりません。ユニセフやほかの国
こく

際
さい

機
き

関
かん

が協
きょう

力
りょく

して、できるだけ女性が社会に参
さん

加
か

できる機
き

会
かい

を提
てい

供
きょう

しようとがんばっていますよ。

（杢尾さん）（アフガニスタンやイスラムの社会では）実
じっ

際
さい

は日
にち

常
じょう

のさまざまな場
ば

面
めん

でお母
かあ

さんが大きなパワーをもって子ども

たちを守っています。子どもを世
せ

話
わ

し育
そだ

てるには、お母さんの

判
はん

断
だん

が一
いち

番
ばん

大
たい

切
せつ

ですから。

アメリカやほかの国
くに

を
どう思っているの？

アフガニスタンの人びとはアメリカや

日本に対してどんなふうに感
かん

じてい

ますか？

Ａ:（勝間さん）旧
きゅう

ソ連
れん

がアフガニスタンを侵
しん

攻
こう

したこともあ

り、アメリカとロシアに対
たい

しての反
はん

感
かん

はあります。日本に対し

てはいい感
かん

情
じょう

をもっているんですよ。よく話
わ

題
だい

になるのが「ヒ

ロシマ・ナガサキ」です。原
げん

爆
ばく

を落
お

とされて立ち直
なお

った国とし

て尊
そん

敬
けい

されています。アフガニスタンの人びとはプライドが

ありますから、本当は援
えん

助
じょ

をうけたくない、自分たちででき

るものならやっていきたいという強
つよ

い気
き

持
も

ちを感じます。

アメリカ軍
ぐん

が空
くう

爆
ばく

の時
とき

に食
しょく

糧
りょう

を投
とう

下
か

しましたが、どのよ

うに受
う

けとめられたのでしょうか？

Ａ:（勝間さん）自
じ

分
ぶん

の国
くに

でみんなが食
た

べているものだから喜
よろこ

んでもらえるだろうと思
おも

って届
とど

けても、必
かなら

ずしも喜ばれるわけ

ではありません。大
だい

事
じ

なのは現
げん

地
ち

の人の食
しょく

生
せい

活
かつ

を勉
べん

強
きょう

して喜

んでもらえるものを届けることです。

（杢尾さん）アメリカ軍
ぐん

が投
とう

下
か

した食
しょく

糧
りょう

がタジキスタンに流
なが

れ

てきたことがあったのですが、中にあったチョコレートはすぐ

になくなったけれど、だれもピーナッツバターには手をつけな

かったらしい、という話を聞きましたよ。

報
ほう

道
どう

されたことは
本
ほん

当
とう

のこと？
各
かっ

国
こく

のメディアの報
ほう

道
どう

のしかたと、

実
じっ

際
さい

に現
げん

地
ち

を見
み

て、感
かん

じたことを教
おし

えてください。

Ａ:（杢尾さん）アメリカのCNNは、「今
こん

回
かい

の事
じ

件
けん

で私
わたし

たちは

被
ひ

害
がい

者
しゃ

だから、中
ちゅう

立
りつ

の立
たち

場
ば

には立てない」といって、テロ事
じ

件
けん

の犯
はん

人
にん

とされたアルカイダの悪
わる

いところばかり報
ほう

道
どう

しまし

た。逆
ぎゃく

にカタールのアルジャジーラという放
ほう

送
そう

局
きょく

は空
くう

爆
ばく

の被
ひ

害
がい

を伝
つた

えました。それで報道の内
ない

容
よう

がメディアによってまった

く違
ちが

うことが世
せ

界
かい

中
じゅう

にわかってしまったのです。ひとつのメデ

ィアからの情
じょう

報
ほう

を「それがすべて」と思ってしまうと他
ほか

の意
い

見
けん

が見
み

えなくなってしまいます。

（勝間さん）いろいろなテレビの人と出
で

会
あ

って思ったのは、「映
えい

像
ぞう

がないとニュースにならない」ということでした。だからテロ

事
じ

件
けん

直
ちょく

後
ご

はアフガニスタンについての報
ほう

道
どう

はほとんどなかっ

たですよね。タリバンがカメラを入れさせなかっただけで、本

当はいろいろなことが起
お

きていたのですが。

（杢尾さん）「メディアは話
わ

題
だい

性
せい

を追
つい

求
きゅう

する」ということも感
かん

じました。タジキスタンで地
じ

震
しん

があり、一
いち

部
ぶ

の村
むら

が倒
とう

壊
かい

したこ

とがありました。たまたまアフガン難
なん

民
みん

の取
しゅ

材
ざい

に来
き

ていたマス

コミがいたので、「近
ちか

くの地震の現
げん

場
ば

も見
み

てほしい」って言っ

たのですが、「それには興
きょう

味
み

がありません」と言われてしまい

ました。人びとが苦
くる

しい状
じょう

態
たい

にあるのはどちらも同
おな

じかもしれ

ないのに。だからすべてを知ることはむずかしいですよね。

子どもたちと学校

難
なん

民
みん

キャンプで子どもたちはどのように過
す

ごしていますか?

Ａ:（杢尾さん）タジキスタンとアフガニスタンの国
こっ

境
きょう

にある

難
なん

民
みん

キャンプでは、人びとはテントではなくて、泥
どろ

づくりの壁

にわらで屋
や

根
ね

をふいた家
いえ

に住
す

んでいます。学
がっ

校
こう

も同
おな

じようで

ユニセフ 子どもネットニュース
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現
げん

在
ざい

、ユニセフ駐
ちゅう

日
にち

事
じ

務
む

所
しょ

のプログラム・コーディ

ネーター。世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

で開
かい

発
はつ

協
きょう

力
りょく

にかかわる現
げん

地
ち

調
ちょう

査
さ

の仕
し

事
ごと

をしたあと、1998年からユニセフ。2001

年12月までユニセフ・アフガニスタン事務所のモニ

タリング・評
ひょう

価
か

担
たん

当
とう

官
かん

をつとめる。9月のテロ事
じ

件
けん

のあとは、パキスタン国内のユニセフの事務所から、

アフガニスタンへの緊
きん

急
きゅう

支
し

援
えん

活
かつ

動
どう

にとりくんだ。

現在、ユニセフ・タジキスタン事
じ

務
むし

所
ょ

の所
しょ

長
ちょう

。青
せい

年
ねん

海
かい

外
がい

協
きょう

力
りょく

隊
たい

やUNHCR（国
こく

連
れん

高
こう

等
とう

難
なん

民
みん

弁
べん

務
む

官
かん

事
じ

務
む

所
しょ

）で仕
し

事
ごと

をしたあと、1995年からユニセフ。

モンゴル、コソボ、マケドニア、モンテネグロでの勤
きん

務
む

をへて、昨年9月から今の仕事に。アフガニスタ

ンの危
き

機
き

のときには、国
こっ

境
きょう

をはさんでアフガニスタ

ンへの支
し

援
えん

の最
さい

前
ぜん

線
せん

にたった。

＊タリバン：イスラムの法をきびしく守って社会を正していこうと

する「イスラム原
げん

理
り

主
しゅ

義
ぎ

」をかかげたアフガニスタンの勢
せい

力
りょく

。1996

年にアフガニスタンの政権を担った。盗
ぬす

みにも手
て

足
あし

を切
せつ

断
だん

するきびし

い罰
ばつ

を科
か

したり、イスラムの法を守
まも

らない人を取りしまる宗
しゅう

教
きょう

警
けい

察
さつ

が

おかれたりしていた。

P r o f i l e
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INTERVIEWINTERVIEW
き　しゃ 

こ いま 

PAKISTAN

AFGHANISTAN

IRAN

TURKMENISTAN

UZBEKISTAN
TAJIKISTAN

ウズベキスタン 

トルクメニスタン 

アフガニスタン 

カブール 

イスラマバード 

パキスタン 

イラン 

タジキスタン 

昨
さく

年
ねん

9月
がつ

から急
きゅう

に注
ちゅう

目
もく

されるようになったアフガニスタン。空
くう

爆
ばく

、難
なん

民
みん

キャ

ンプの子どもたち、やっと平
へい

和
わ

が訪
おとず

れつつある人
ひと

びとの生
せい

活
かつ

…。毎
まい

日
にち

、テ

レビや新
しん

聞
ぶん

のニュースがどんどん変
か

わるアフガニスタンのようすを伝
つた

えています。

アフガニスタンではこうして報
ほう

道
どう

されるずっと前
まえ

からきびしい状
じょう

況
きょう

がつづいて

いました。23年にわたる内
ない

戦
せん

、3年にわたるかんばつ。十
じゅう

分
ぶん

すぎる苦
くる

しみを受
う

け

ていたのに、世
せ

界
かい

はそれをすっかり忘
わす

れてしまったかのように無
む

関
かん

心
しん

でした。

いま、アフガニスタンではようやく平和がうまれつつあります。3月23日から

の新
しん

学
がっ

期
き

には、178万
まん

人の子どもたちが3000の学校にもどりました。しかし、

あれはてた国をもういちどつくりなおし、子どもたちのくらしを“ふつう”の状
じょう

態
たい

にもどすためには、まだ気が遠
とお

くなるほどの道
みち

のりが待
ま

っています。

今
こん

回
かい

、6人のユニセフ子どもネットワーカー記
き

者
しゃ

が、アフガニスタンに深
ふか

くか

かわって活
かつ

動
どう

してきた2人のユニセフスタッフにインタビューをしました。こたえ

てくださったのは、昨年12月までユニセフ・アフガニスタン事
じ

務
む

所
しょ

ではたらいて

いた勝
かつ

間
ま

靖
やすし

さんとアフガニスタンのとなりの国、タジキスタンのユニセフの事務

所ではたらく杢
もく

尾
お

雪
ゆき

絵
え

さん。おふたりはどんな話
はなし

をしてくださったのでしょうか。

Q

Q

Q

Q

Q

Q

勝
かつ

間
ま

靖
やすし

さん 杢
もく

尾
お

雪
ゆき

絵
え

さん

Q



す。わらのマットを敷
し

いて座
すわ

り、机
つくえ

やイスはありません。男の

子はあしを取ったり、女の子は家でお母
かあ

さんのお手
てつ

伝
だ

いをし

たりしてはたらいています。

（勝間さん）詩
し

をよむ文化があるので、詩を書
か

いたり朗
ろう

読
どく

した

り暗
あん

唱
しょう

したりして、みんなの前
まえ

で発
はっ

表
ぴょう

していますね。男の子

は干
ほ

しレンガを作ったり、女の子は井
い

戸
ど

へ水
みず

くみに行
い

ったり

もしています。

教
きょう

育
いく

制
せい

度
ど

が整
ととの

えられると、どんなこ

とが変
か

わりますか？タリバンの時
じ

代
だい

には「ソ連
れん

兵
へい

が10人いて4人殺
ころ

したら何

人残
のこ

るでしょう？」などの問
もん

題
だい

を出
だ

す教
きょう

科
か

書
しょ

を使
つか

っていたと聞
き

きましたが。

Ａ:（勝間さん）ユニセフはアフガニスタンの教
きょう

育
いく

の指
し

導
どう

者
しゃ

と

カリキュラムの改
かい

正
せい

や教
きょう

科
か

書
しょ

の内
ない

容
よう

を変
か

える活
かつ

動
どう

をおこなっ

ています。ユニセフが支
し

援
えん

している学
がっ

校
こう

ではもう新
あたら

しい教科書

が使
つか

われています。地
じ

雷
らい

が１つ地雷が2つなどと数
かぞ

えていた教

科書も、りんごが１つ、りんごが2つ、と数えるようになりま

した。タリバンの時
とき

は絵
え

や写
しゃ

真
しん

が禁
きん

止
し

されていたので、理
り

科
か

などが勉
べん

強
きょう

しにくかったのですが、今は絵を入れた教科書を

使っています。

国
こく

外
がい

に逃
のが

れた難
なん

民
みん

の子どもたちが教
きょう

育
いく

を受
う

けることは認
みと

められていますか？

Ａ:（勝間さん）たとえば、パキスタンに難
なん

民
みん

として出
で

てきて

難民キャンプに入るためには、正
せい

式
しき

にはパキスタン政
せい

府
ふ

による

難民登
とう

録
ろく

が必
ひつ

要
よう

です。だけど実
じっ

際
さい

には登録されないままの人

も多
おお

く、そうするとパキスタンの学
がっ

校
こう

に行
い

くことはできません。

イラン側
がわ

でもそれは同
おな

じです。イラン人はペルシャ語
ご

を話
はな

すの

で、ペルシャ語を話せる人はイランの学校でも学
まな

べるけれど、

言
こと

葉
ば

ができないと学校には行けません。だからユニセフが中
ちゅう

心
しん

となって、難民キャンプの中にアフガニスタンの子どものため

の学校をつくり、勉強できるようにしています。

これまで、現
げん

地
ち

の子どもとどんなことを話
はな

しましたか？

Ａ:（杢尾さん）私はよく「大きくなったら何になりたい？」

と聞きます。学校を訪問するとみんな自
じ

分
ぶん

からノートを見せ

てくれます。「何の教
きょう

科
か

が一番すき？」とも聞きますね。

（勝間さん）「先
せん

生
せい

になりたい」と答
こた

える子が多いですね。

子どもたちをどう支
ささ

えるか

両
りょう

親
しん

をなくしたり、はなればなれに

なったりした子どもはどのように生
せい

活
かつ

していますか？

Ａ:（勝間さん）アフガニスタンでは、おじさんやおばさん、

おじいさんやおばあさんが一
いっ

緒
しょ

に大
だい

家
か

族
ぞく

で住
す

んでいて、とても

家
か

族
ぞく

のつながりが強
つよ

いのです。子どもの両
りょう

親
しん

が死
し

んでしまっ

ても、おじいさんとおばあさんを中
ちゅう

心
しん

とした、家族のだれかが

その子どもの面
めん

倒
どう

をみています。親
しん

類
るい

や家族とまったく連
れん

絡
らく

の取
と

れない子どもはあまり多くないのですが、だれとも連絡の

取れない子どもには里
さと

親
おや

のようなかたちで面倒をみてくれる人

を探
さが

します。

子どもに対
たい

しての心
しん

理
り

的
てき

なケアとはどんなことですか？

Ａ:（勝間さん）内
ない

戦
せん

がつづいていたため、半
はん

分
ぶん

以
い

上
じょう

の子ど

もは、親
しん

類
るい

のだれかを殺
ころ

されていて、とても心
こころ

が傷
きず

ついていま

す。ユニセフは現
げん

地
ち

の団
だん

体
たい

と協
きょう

力
りょく

して子どもたちがレクリエー

ションを楽
たの

しんだり、遊
あそ

んだりできる環
かん

境
きょう

づくりをしています。

おそろしい地
じ

雷
らい

地
じ

雷
らい

は子どもにどんな影
えい

響
きょう

があるんですか？

Ａ:（勝間さん）アフガニスタンに埋
う

まっている地
じ

雷
らい

や不
ふ

発
はつ

弾
だん

はおよそ1000万
まん

個
こ

あります。サッカーをしていて、ボールが

野
の

原
はら

のはずれにとんでいってしまう。野原には地雷がどこに埋
う

まっているのか分からないので、あぶなくてボールを取りに行

けません。ガスがないので、食
しょく

事
じ

をつくる燃
ねん

料
りょう

にまきを使い

ますが、まきを拾
ひろ

いに行って地雷を踏
ふ

んでしまうこともありま

す。安
あん

全
ぜん

なところには、ここは大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

という印
しるし

があるのです

が、印がないところではいつ地雷にあうかわからない。恐
おそ

れも

あって精
せい

神
しん

的
てき

につらいし、自
じ

由
ゆう

に遊ぶこともできません。

地
じ

雷
らい

を取りのぞくのに費
ひ

用
よう

はどれくらいかかりますか？

Ａ:（杢尾さん）地
じ

雷
らい

を取
と

りのぞくための技
ぎ

術
じゅつ

を持
も

った人に

来
き

てもらうなどの活
かつ

動
どう

資
し

金
きん

を入れたら相
そう

当
とう

な金
きん

額
がく

です。

（勝間さん）ハイテクを使
つか

った地雷を除
じょ

去
きょ

する機
き

械
かい

はお金がた

くさんかかります。一
いち

番
ばん

安
やす

いのは金
きん

属
ぞく

探
たん

知
ち

機
き

でさがす方
ほう

法
ほう

で

すが、作
さ

業
ぎょう

する人にとって一番あぶない方法です。

今は、ラジオなどで地
じ

雷
らい

のことを知らせているそうですね。

Ａ:（勝間さん）地雷があることは知っていても、いろいろな

種
しゅ

類
るい

があることを知らない人もいます。おもちゃの形
かたち

をした地

雷もあるのです。地雷の形や種類も伝
つた

えることが大
たい

切
せつ

です。

さいごに

これまで仕
し

事
ごと

をしてきて、一
いち

番
ばん

印
いん

象
しょう

に残
のこ

っていることは何
なん

ですか?

Ａ:（杢尾さん）私はモンゴルで2年
ねん

半
はん

ほどはたらいたことがあるのですが、遊
ゆう

牧
ぼく

民
みん

の人びとがくらす

広
こう

大
だい

な草
そう

原
げん

で、おじいさんとおばあさんと住
す

んでいた10歳
さい

く

らいの男
おとこ

の子
こ

に出
で

会
あ

いました。10キロくらい行
い

かなければと

なりの人もいないような場
ば

所
しょ

で、大草原のまんなかで育つ子

どももいる、こういうふうにくらしている人もいるんだなと、

何だか感
かん

激
げき

しました。

（勝間さん）私は2002年3月23日からアフガニスタンの子ど

もたちが堂
どう

々
どう

と学
がっ

校
こう

に行けるようになったことに感
かん

激
げき

しました

ね。
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今回参加してくれたネッ
トワーカー記者。アフガ
ニスタンで「こんにちは」
を意味するポーズで。
後列左から、
新田くん、勝間さん、
杢尾さん、大鳥さん
前列左から、
宇津木さん、中野くん、
信末さん、三島さん

ネットワーカー記
き

者
しゃ

の

「戦
せん

争
そう

が終
お

わったら学
がっ

校
こう

というところへ行
い

ってみたい」新
しん

聞
ぶん

に載
の

っていた少
しょう

年
ねん

兵
へい

の、学校の存
そん

在
ざい

を別
べつ

世
せ

界
かい

のものとしてとらえて

いたようなこの言葉は、私に教育の重
じゅう

要
よう

性
せい

を認
にん

識
しき

させてくれ

た。そのこともあり、私は教育と子どもの生
せい

活
かつ

について質
しつ

問
もん

し

た。印
いん

象
しょう

に残
のこ

ったことのひとつは、数
かぞ

え方の話
はなし

だった。カラシ

ニコフや地
じ

雷
らい

などを使
つか

って、数を数えることを習
なら

うというのは

とてもショックだった。単
たん

なる道
どう

具
ぐ

のように思
おも

わせ、使う人は

引
ひき

き金
がね

をひくだけ、埋
う

めるだけ、と殺
さつ

人
じん

の意
い

識
しき

そのものを失
うしな

わ

せるようなことだと思
おも

った。質
しつ

問
もん

できなかったことも多いが、こ

の取
しゅ

材
ざい

は私にとって有
ゆう

意
い

義
ぎ

な時
じ

間
かん

となった。アフガニスタンの

子どもたちが心から笑
わら

うことのできる日が早
はや

く来ることを願
ねが

う。

（大
おお

鳥
とり

由
ゆ

香
か

子
こ

16歳）

今
こん

回
かい

「記
き

者
しゃ

」を通
とお

して、たくさんのことを知
し

ることができ

たし、とても貴
き

重
ちょう

な体
たい

験
けん

ができたと思
おも

います。まず自
じ

分
ぶん

は、アフガニスタンの状
じょう

況
きょう

についてあまり分
わ

かっていない

と気
き

付
づ

きました。まだまだ勉
べん

強
きょう

不
ぶ

足
そく

です。勝
かつ

間
ま

さんと杢
もく

尾
お

さんはとても気
き

さくで、強
つよ

い意
い

思
し

を持
も

つ人だと感
かん

じま

した。私もそんな芯
しん

を持
も

つ人になれればいいなと思いま

す。また自分の意思を伝えることの大
たい

切
せつ

さ、なにごとも自

分から進
すす

んでとりくまなくてはだめだということを痛
つう

感
かん

し

ました。今地
ち

球
きゅう

には苦
くる

しんでいる子どもがたくさんいま

す。私はそのことが頭
あたま

では分かっているのに、本当に理
り

解
かい

できてはいませんでした。「今自分にできることは何
なん

だろ

う」とあらためて考
かんが

えさせられました。その実
じつ

現
げん

に向
む

かっ

てこれからがんばっていきたいと思います。

(信
のぶ

末
すえ

慶
けい

子
こ

15歳)

「私
わたし

の行
い

くところではなぜだか戦
せん

争
そう

が起
お

こっちゃうんです。」笑
わら

いを誘
さそ

う杢
もく

尾
お

さんの声
こえ

には何
なん

ともいえない強
つよ

さがありました。大
おお

きな危
き

険
けん

がおよぶ中
なか

での援
えん

助
じょ

活
かつ

動
どう

、現
げん

地
ち

の悲
ひ

壮
そう

感
かん

などみじんも感
かん

じさせずどんな質
しつ

問
もん

にも笑
え

顔
がお

で答
こた

えくださった勝
かつ

間
ま

さん。お二
ふた

人
り

ともとってもかっこよかったです。

世
せ

界
かい

にはさまざまな問
もん

題
だい

があります。暗
くら

いニュースを目の前
まえ

にして宗
しゅう

教
きょう

や人
じん

種
しゅ

の違
ちが

いを超
こ

えて理
り

解
かい

し合うことは本
ほん

当
とう

にできるのか、いつも思いま

す。でも今
こん

回
かい

の取
しゅ

材
ざい

を通
とお

して、私はやはり世界の、アフガニスタンの「明
あ

日
す

」を見
み

てみたい、信
しん

じたいと思いました。明日を生きるわたしたち子ど

もにもできることはたくさんあるのではないかと思います。ぜひこれから

ユニセフ子どもネットでさまざまな活
かつ

動
どう

をしていきたいと思います。

（三
み

島
しま

千
ち

明
あき

16歳）

インタビューを終
お

えて感
かん

じたことは、「ユニセフスタッフは笑
え

顔
がお

が似
に

合
あ

う」ということです。勝
かつ

間
ま

さん、杢
もく

尾
お

さん、ほんとうにたくさん

笑
わら

っていました。お二
ふた

人
り

とも、僕
ぼく

たちが暗
くら

くなってしまうような話
わ

題
だい

でも、明
あか

るく話
はな

してくれました。こうして、ユニセフハウスを実
じっ

際
さい

に訪
おとず

れて、ユニセフの方々とお話
はなし

をさせていただいて、ユニセフ活
かつ

動
どう

について理
り

解
かい

が深
ふか

まったと思
おも

います。また、他
ほか

のネットワーカー記
き

者
しゃ

のみんなと知
し

り合
あ

えて、みんなのやる気
き

をもらい、これからも、

地
じ

元
もと

の活
かつ

動
どう

を盛
も

り上
あ

げようと思
おも

いました。 （新
にっ

田
た

真
しん

之
の

介
すけ

15歳）

アフガニスタンのことは、とても遠
とお

い国
くに

のできごとだと思
おも

っていました。勝
かつ

間
ま

さんの話
はなし

を聞
き

いて眼
め

からうろこが落
お

ちる感
かん

じがしました。蛇
じゃ

口
ぐち

をひねれ

ば水
みず

がでること、スイッチを入れれば電
でん

気
き

がつくこと、温
あたた

かい食
しょく

事
じ

、すべ

てのことに感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちがわいてきました。アフガニスタンでは、4人にひ

とりが5歳
さい

になる前
まえ

に死
し

んでしまう現
げん

実
じつ

、地
じ

雷
らい

が1000万
まん

個
こ

も埋
う

まっていて

安
あん

心
しん

して歩
ある

けないこと、アフガニスタンのことを知れば知るほど援
えん

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

なことが分かりました。同
おな

じ人
にん

間
げん

としてぼくのできることは何か考
かんが

えてみた

いです。 （中
なか

野
の

俊
しゅん

12歳）

勝
かつ

間
ま

さんと杢
もく

尾
お

さんは、戦
せん

争
そう

のある所
ところ

にいた人じゃ

ないみたいに優
やさ

しくて強
つよ

い人でした。アフガニスタンの

子どもから見
み

れば、日
に

本
ほん

は食
た

べるものも何
なん

でもあるぜい

たくな生
せい

活
かつ

をしているんだなあと思
おも

いました。クラスで

も世
せ

界
かい

で苦
くる

しい生活をしている子どもたちのことを話し

合ってみたいと思いました。何
なに

が問
もん

題
だい

で、どうすればい

いのか考
かんが

えて行
こう

動
どう

して、みんなが一
いっ

緒
しょ

に立
た

ち上
あ

がれば、

わたしたちは世界を変
か

えることができるのだということ

を教
おし

えてくれました。同じ星
ほし

に生
う

まれた世界中のとも

だちが安
あん

心
しん

してくらせるように夢
ゆめ

を実
じつ

現
げん

したいです。

（宇
う

津
つ

木
ぎ

亜
あ

衣
い

9歳）

インタビ
ューを

終
お

えて…

Q
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学
がく

習
しゅう

会
かい

のお知
し

らせ
関東

日
にち

時
じ

：6月22日（土）午
ご

後
ご

1:00～午後4:00

会
かい

場
じょう

：（財）日本ユニセフ協会 2階 会議室

今回の会
かい

議
ぎ

では、今まで子どもネットがや

ってきたこと、これから何
なに

をやりたいか、話
はな

し合
あ

います。（呼
よ

びかけ人：綱
つな

野
の

合
あ

亜
あ

人
と

）

●関
かん

東
とう

地
ち

区
く

以
い

外
がい

に住
す

んでいる人も参
さん

加
か

できま

すが、交
こう

通
つう

費
ひ

は参加者の負
ふ

担
たん

です。はじめ

てでもだいじょうぶです。

●学
がく

習
しゅう

会
かい

に参
さん

加
か

を希
き

望
ぼう

する人は、「関
かん

東
とう

学
がく

習
しゅう

会
かい

（6/22）参
さん

加
か

希
き

望
ぼう

」と書
か

いて、ユニセフ

子どもネット事
じ

務
む

局
きょく

まで、ネットワーカー

番
ばん

号
ごう

と名
な

前
まえ

、学
がく

年
ねん

（年
ねん

齢
れい

）を伝
つた

えてくださ

い。郵
ゆう

便
びん

でもファックスでも電
でん

子
し

メールで

もだいじょうぶです。（できるだけ前
ぜん

日
じつ

まで

に申
もう

し込
こ

んでください。会
かい

場
じょう

までの地
ち

図
ず

が

ほしい人は「地
ち

図
ず

希
き

望
ぼう

」と書
か

いてください。）

場所 場所 
ば しょ 

場所 場所 
ば しょ 

場所 場所 
ば しょ 

ユニセフ子どもネットニュースNo.2

ネットワーカー記
き

者
しゃ

募
ぼ

集
しゅう

子どもネットニュースの次
じ

号
ごう

のインタビューでは、現
げん

在
ざい

ユニセフ本
ほん

部
ぶ

の事
じ

業
ぎょう

資
し

金
きん

部
ぶ

で上
じょう

席
せき

事
じ

業
ぎょう

資
し

金
きん

担
たん

当
とう

官
かん

をしていらっしゃる久
く

木
き

田
た

純
じゅん

さんにお話
はなし

をうかがう予
よ

定
てい

です。久木田さんは3月までユニセフ・

バングラデシュ事
じ

務
む

所
しょ

の副
ふく

代
だい

表
ひょう

をされており、日
に

本
ほん

人
じん

ユニセフスタッ

フの中でも長
なが

いキャリアを持
も

つベテランスタッフです。バングラデシュ

のほかモルディブ、ナミビアなどではたらいてこられました。

●ネットワーカー記
き

者
しゃ

は4～5人
にん

募
ぼ

集
しゅう

します。応
おう

募
ぼ

者
しゃ

が多
おお

いときは、

抽
ちゅう

選
せん

または選
せん

考
こう

のうえ、みなさんにご連
れん

絡
らく

します。ネットワーカー

記
き

者
しゃ

をやってみたい、という人
ひと

は下
した

の欄
らん

にあることを書
か

いて、郵
ゆう

便
びん

、

ファックス、電
でん

子
し

メールで送
おく

ってください。

●しめきりは、6月28日（金）必着です。

●インタビューの日は、7月なかばから後
こう

半
はん

の土
ど

曜
よう

日
び

または日
にち

曜
よう

日
び

を予
よ

定
てい

しています。ネットワーカー記者の交
こう

通
つう

費
ひ

は日本ユニセフ協
きょう

会
かい

が

負
ふ

担
たん

します。

オリンピックに行って
私とオリンピックの旗

はた

を持
も

ったほかの

7人の子どものうち、5人は里
さと

子
ご

に行
い

っていたり、

ずっと戦
せん

争
そう

をしている国
くに

の子どもであったり、戦
せん

争
そう

で親
おや

を

なくした子であったり、私
わたし

たちから見ればとても幸
しあわ

せとは

いえない状況
じょうきょう

の子どもたちばかりでした。でも8人は家
か

族
ぞく

のように仲
なか

良
よ

くなることができました。

私は「もしこれが世
せ

界
かい

の

縮
しゅく

図
ず

であったら、戦
せん

争
そう

もおこらず、みんなが

家
か

族
ぞく

のように仲
なか

良
よ

く

すごせるのに」と思
おも

い

ました。（吉田実花）

報告とお知らせ 
ほう こく し 

（財）日本ユニセフ協
きょう

会
かい

北
ほっ

海
かい

道
どう

支
し

部
ぶ

日
にち

時
じ

3月9日(日) 13:00～16:00

①子どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

について調
しら

べてき

たことの発
はっ

表
ぴょう

②ユニセフビデオ「水と子ども」を見
み

る

③ビデオを見ての感
かん

想
そう

④今
こん

後
ご

の活
かつ

動
どう

についての話
はな

し合
あ

い

⑤次
じ

回
かい

の学
がく

習
しゅう

会
かい

について

日
にち

時
じ

4月2日(火) 13:00～16:00

①子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

とは何
なに

か?

②横
よこ

浜
はま

会
かい

議
ぎ

の報
ほう

告
こく

③私
わたし

たちにできること

④感
かん

想
そう

・意
い

見
けん

交
こう

換
かん

⑤今
こん

後
ご

の活
かつ

動
どう

について

─────北
ほっ

海
かい

道
どう

─────

─────九
きゅう

州
しゅう

─────

福
ふく

岡
おか

サンパレス第
だい

一
いち

会
かい

議
ぎ

室
しつ

日
にち

時
じ

4月1日(月) 11:30～17:00

①自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

②討
とう

論
ろん

のチーム分け

③チーム内の作
さく

戦
せん

会
かい

議
ぎ

④子どもの権
けん

利
り

条
じょう

約
やく

についての学
がく

習
しゅう

会
かい

⑤討
とう

論
ろん

ゲーム(アフガニスタンの子どもが

食
た

べ物
もの

を盗
ぬす

んだら罪
つみ

？)

⑥九
きゅう

州
しゅう

の子どもネットの活
かつ

動
どう

について

2002年2月25日、ソルトレークシティで開
ひら

かれて

いた冬
とう

季
き

オリンピックの閉
へい

会
かい

式
しき

で、世
せ

界
かい

から集
あつ

まっ

た8人
にん

の子どものひとりとして、ユニセフ子どもネッ

トワーカーの吉
よし

田
だ

実
み

花
か

さん（12歳）が、オリンピッ

クの旗
はた

を運
はこ

ぶという大
たい

役
やく

をはたしました。吉田さん

は「第2回子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

に反対する世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

」に子ど

もの代表として

参
さん

加
か

し、それが

きっかけとなっ

て参加すること

になりました。

関
かん

東
とう

の学
がく

習
しゅう

会
かい

（3月28日）では、食
しょく

糧
りょう

問
もん

題
だい

について

調
しら

べてきたことが発
はっ

表
ぴょう

されました。
食糧
しょくりょう

が十分ではなく、栄
えい

養
よう

が足
た

りていな

い人びとは、アジア、アフリカの国
くに

に多
おお

いと

いうことが分かりました。そして、人
ひと

びとが

貧
まず

しいのは仕
し

事
ごと

がないからです。自
じ

給
きゅう

自
じ

足
そく

しようとしてもすべての人
ひと

が自
じ

分
ぶん

の土
と

地
ち

を持
も

っているわけではなく、種
たね

を買
か

うお金
かね

もあり

ません。世
せ

界
かい

的
てき

にみれば、世界中の人が十
じゅう

分
ぶん

食
た

べられるだけの食糧
しょくりょう

を生
せい

産
さん

しています。どうしてその食糧がみんなにいきわたらないのかを考
かんが

えまし

た。その裏
うら

には貧
ひん

困
こん

があるようでした。裕
ゆう

福
ふく

な人
ひと

の裏
うら

には、苦
くる

しんでいる

人がいます。助
たす

けるためにできることを私
わたし

達
たち

は考
かんが

え、それを行
こう

動
どう

に移
うつ

すこ

とができればいいと思いました。

須
す

賀
が

知
ち

佐
さ

子
こ

13歳

©UNICEF

(財)日本ユニセフ協
きょう

会
かい

2階
かい

会
かい

議
ぎ

室
しつ

日時 3月28日(木) 10:30～16:00

①自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

②ユニセフってなあに？

③食
しょく

糧
りょう

問
もん

題
だい

に関
かん

する発
はっ

表
ぴょう

④感
かん

想
そう

・意
い

見
けん

交
こう

換
かん

⑤自
じ

分
ぶん

たちに何
なに

ができるか考
かんが

えよう

⑥次
じ

回
かい

の学
がく

習
しゅう

会
かい

について

日時 4月27日 14:00～16:15

①自
じ

己
こ

紹
しょう

介
かい

＆フリートーク

②ワークショップ「新
あたら

しい惑
わく

星
せい

への旅
たび

」

新しい惑星にはじめておりたつことに

なったそれぞれのグループ。

地
ち

球
きゅう

から何
なに

を持
も

っていくか考
かんが

えます。

あ！事
じ

故
こ

があって、持っていくもの

をへらさなければなりません。どうし

ても持っていくもので最後まで残るも

のは一体どんなものでしょう？

③「権
けん

利
り

」って何
なん

だろう、話
はな

し合い

当日の

プロ
グラ

ム

FAX
郵便 

MAIL

ユニセフ子どもネット事務局
(日本ユニセフ協会 広報室内)

住　所：〒108-8607
東京都港区高輪4-6-12

で ん わ：03-5789-2016
ファックス：03-5789-2036
電
でん

子
し

メール： jcuinfo@unicef.or.jp

FAX

郵便 

MAIL

1.ネットワーカー番号
2. 名前
3. 学年（年齢）
4. 住所、電話などの連絡先

5. 久木田さんに聞いてみた
いこと（3つ以上書いて
ください）

北
ほっ

海
かい

道
どう

の学
がく

習
しゅう

会
かい

（4月2日）では、

横
よこ

浜
はま

会
かい

議
ぎ

の成
せい

果
か

を話
はな

し合
あ

いま

した。
12月の横

よこ

浜
はま

会
かい

議
ぎ

に子ども代
だい

表
ひょう

として参
さん

加
か

した

吉
よし

田
だ

倫
とも

哉
や

くんの報
ほう

告
こく

を中
ちゅう

心
しん

に、子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

の問
もん

題
だい

についてくわしく話
はな

し合った北海道

の学習会
がくしゅうかい

では、最
さい

後
ご

に自
じ

分
ぶん

たちにできることを考え、

次のような意
い

見
けん

がでました。

・ 少
すこ

しでも多
おお

くの人びとに知
し

ってもらい、加
か

害
がい

者
しゃ

を生
う

み出
だ

さないようにする

・ 政
せい

府
ふ

に必
ひつ

要
よう

な資
し

金
きん

を国
こく

際
さい

機
き

関
かん

やNGOに拠
きょ

出
しゅつ

す

るよう求
もと

める

・ 子ども買
かい

春
しゅん

･子どもポルノ禁
きん

止
し

法
ほう

の見
み

直
なお

しに参
さん

加
か

する

かく ち いき がく しゅう かい ほう こく 

募集 募集 
ぼ しゅう 

イベント イベント 

───── 関　東 ─────

オリンピックに出たよ！ 
ユニセフ子どもネットワーカーが 

オリンピックに出たよ！ 
で 

当日の

プロ
グラ

ム

当日の

プロ
グラ

ム

当日の

プロ
グラ

ム

当日の

プロ
グラ

ム

……………………………………………………………………………………………………………………………………
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し 



  2001年12月17日～20日、横浜で「第2回子どもの商業的性的

搾取に反対する世界会議」がひらかれました。この会議には、136か

国の政府代表、35か国から93名の子ども・若者代表をはじめ、

3000人以上の関係者が集まりました。子ども・若者代表は、世界会

議がはじまる前の14日から川崎で合宿生活を送り、いっしょにアピー

ルをつくりあげました。本会議の最後で発表された子ども・若者代表

による最終アピールに、会場は大きな拍手と感動で包まれました。 

  この会議に日本の子ども代表として16人のユニセフ子どもネット

ワーカーが参加しました。代表となったネットワーカーたちは、8日間、

いろいろな国の人たちと、時には涙をながすほどのはげしい議論をし、

時にはだきあい、全力で会議にとりくみました。 

  今回は、代表としてこの会議に参加したネットワーカーたちから、こ

の会議についてそれぞれのテーマで報告してもらいました。 

 もし、自分がいやがっているのに、毎日、毎日、薄暗い部屋でおとなに自分の体

をもてあそばれたら…。もし、「お金をあげる」といわれて、こころないおとな

にとられた自分の裸の写真がインターネットなどで世界中に広まり、ずっと残

ってしまうとしたら…。もし、自分の体がお金で売り買いされてしまうとしたら

…。自分の心も体も深く深く傷ついてしまいます。このように、子どもたちの

体をお金で買って、心と体を傷つけることを、「子どもの商業的性的搾取」と

いいます。 

  子どもにはそんなことから守られる権利がありますが、今、その権利が守ら

れているとはいえません。そこで、そんなことをゆるしてはいけない、という思

いを持った世界中の人たちが集まって、6年前、スウェーデンのストックホルム

で「第1回子どもの商業的性的搾取に反対する世界会議」が開かれました。

　その後、より多くの人がこの問題があることを知り、少しでもなくしていこ

うとする活動が世界中で高まりました。ある国では法律がつくられて罪を犯

した人をつかまえたり、裁いたりできるようになり、ある国ではこの問題につ

いての調査がおこなわれ、被害を受けた子どもたちが心や体の傷をいやすこ

とができる施設や仕組みが整えられたりするようになりました。 

  しかし、それから5年がたった今も、問題はまだ残っています。世界はどう変

わったのか、これからは何をしていけばいいのか、もう一度、世界中の人びと

が集まって考え、話し合う場をつくろうと横浜で開かれたのが、「第2回子ども

の商業的性的搾取に反対する世界会議」でした。そして、こうした世界会議

でははじめて、子どもと若者が、世界からきたおとなたちと、この問題について、

今までのこと、そしてこれからのことを話し合ったのです。 

会議で、子ども・若者の参加者がおこなったアピールのだいじな点として、次

の4点があげられると思います。 

1. 被害にあった子どもだけではなく、加害者のことも考えたこと 

○加害者への厳しい処罰と必要な場合のリハビリをすすめること 

○加害者がどうして子どもを性的に搾取するのか、くわしい調査によって 

その動機や背景をはっきりさせること 

2. 政府が積極的に参加することを要望したこと 

○この問題にかかわる国際文書を批准すること 

○国内の法律を整備すること 

○この問題にかかわる活動に十分な予算を配分すること 

3. 教育の重要性を認めたこと 

○子どもの商業的性的搾取、子どもの権利条約、HIV/エイズについての教

育を世界中で広めること 

○被害にあった人には社会復帰のための特別な教育をおこなうこと 

4. 今までの宣言文などにはなかった新鮮で具体的な提案が行われたこと 

○「子どもの商業的性的搾取 若者基金」の設立を提唱したこと 

○「子どもの商業的性的搾取国際デー」を設けるように勧告したこと 

このようなアピールはこの会議に多くの子どもたちが参加できたからこそ

生まれたと思います。この点で、今回の会議における子どもと若者の参加は

とても意義があったと思います。 

  私は子どもと若者の声を届けるために、多くの国から集まった参加者と情報交換をしま

した。おたがいの国の現状、問題、対策など、貴重な話し合いができました。一言で子ども

の商業的性的搾取といっても、地域によって問題のかたちは異なり、それぞれに合った対

策をおこなわなければならないことを実感しました。私たちはおとなたちに何を伝えたい

のか、どのようにアピールしていくか、子どもと若者の間で話し合っていきました。 

  会話はすべて英語でおこなわれました。もちろん通訳が入っていました。子どもの商業

的性的搾取を解決するという、同じ目的を持ったなかまたちだから、言葉の壁はすぐに乗

りこえられると考えていました。でも、スケジュール通りにプログラムが進まなかったり、言

葉の違いで全員に内容が伝わらなかったり、やってみなければわからなかったことがたく

さん起こりました。 

  そんな問題があったにも関わらず、会議が成功したのは、参加者が子どもの商業的性的

搾取の解決に強い思いをそれぞれ抱いていたからだと思います。そしてその思いを、劇に、

おどりに、歌に、言葉にして、私たちの方法で、世界に伝えました。この会議で世界の思い

はひとつになりましたが、それでこの問題が解決したわけではないということを、しっかり

受けとめなくては、と強く思いました。「みんなで考えた約束を、次は実行する時なのだ」 

報告者 ： 長谷川有望 （17歳） 

報告者：田代準之介（13歳） 

▲本会議最終日に子ども・若者代

表全員でアピールを発表しました。 

　本会議に先立っ
ておこなわれたワ
ークショップに参加
する代表たち 

　本会議中に子ども・若者代表が

行ったラウンドテーブルには高円

宮妃殿下やスウェーデンのシルビ

ア王妃、ユニセフのキャロル・ベラ

ミー事務局長も出席しました。 

第2回 子どもの商業的性的搾取に反対する世界会議 

　子どもの商業的性的搾取の根絶に向けて、子どもが参加することの重要性が認められた第１

回世界会議から5年、第2回世界会議で、子どもが正式な出席者として参加することが実現しま

した。これは前例のないことで、会議の進め方も完全ではなかったけれども、採択された文書や、

子どもによる具体的なアピールなどはどれもすばらしいものでした。そのほかに具体的によか

ったと思うのは次の3点です。 

１）子どもの意見をおとなたちに伝えることができたということ。この問題の被害者は子どもで

す。同じ「子ども」の考えを伝えることができたのは大きな成果でした。 

２）国際会議に子どもがおとなと対等な立場で参加しているという、ほかとはちょっとちがった特

徴がある会議だったので、マスメディアの注目を集めることができたのではないかと思います。

これは、より多くの人にこの問題のことを知ってもらうよいチャンスになったと思います。 

３）子どもによるアピールに、今後すべきことを具体的に書いたこと。 

※このアピールは国連子ども特別総会で国連文書となりました。 

今後の活動の大きな原動力になるでしょう。 

報告者 ： 田代竜太郎 （14歳） 

　第2回世界会
議に集まった子ど
も・若者代表たち 

だい かい こ しょうぎょうてき  せい てき   さく  しゅ はん たい かい せ　かい ぎ 
よこはま だい かい こ しょうぎょうてきせいてき 

さくしゅ はんたい せ かいかい ぎ 

こく せい ふ だいひょう わかものだいひょう 

い じょう かんけいしゃ あつ 

まえ かわさき がっしゅくせいかつ おく 

さい  ご 

さいしゅう つつ はくしゅ かんどう 

さん  か 

とき なみだ ぎ ろん 

ぜんりょく 

こんかい さん  か 

ほうこく 

ほうこくしゃ　  は   せ がわ ゆ  み 

わたし こえ とど くに あつ さん か  しゃ 

さん か  しゃ 

じょうほうこうかん 

きちょう はな あ ひとこと げんじょう もんだい たいさく 

こと ち いき 

じっかん 

かい わ えい ご 

かいけつ もくてき も こと ば かべ の 

つうやく 

なに つた 

しょうぎょうてきせいてきさくしゅ 

かんが どお すす 

ぜんいん ないよう ちが 

お 

かか かい  ぎ せいこう 

つよ いだ げき おも 

うた ほうほう 

う かんが やくそく つぎ じっこう とき 

ほうこくしゃ　   た しろりょうた ろう 

こんぜつ む さん か 

さん か 

じゅうようせい みと だい 

か 

せいしき しゅっせきしゃ じつげん ねん かい せ かいかい ぎ 

すす かた かんぜん さいたく ぶんしょ ぜんれい 

ぐたいてき 

ぐたいてき 

おも 

つた い けん 

おな かんが せいか 

ひ がいしゃ 

しょうぎょうてきせいてきさくしゅ 

こくさいかい ぎ たいとう たち ば とく 

ちゅうもく あつ ちょう 

もんだい おお 

こん ご 

こくれん   こ とくべつそうかい こくれんぶんしょ 

こん  ご かつどう げんどうりょく 

報告者 ： 綱野合亜人 （15歳） 
ほうこくしゃ　  つな の   あ   あ   と 

じぶん まいにち うすぐら へ  や からだ 

かね 

はだか しゃしん せかいじゅう ひろ のこ 

う か 

こころ ふか きず 

しょうぎょうてきせいてきさくしゅ 

まも けん り 

おも 

も せかいじゅう あつ ねんまえ 

はんたい せ かいかいぎ ひら 

ご もんだい し すこ 

かつどう たか くに ほうりつ つみ おか 

さば もんだい 

ちょうさ ひがい う 

しせつ し　く ととの 

のこ か 

いち ど 

かんが はな あ ば よこはま ひら 

おう  ひ 

たかまどの 

みや  ひ でん  か 

じ   む  きょくちょう しゅっせき 

ほうこくしゃ  たしろじゅんのすけ 

かいぎ 

ひがい 

どう き 

せい ふ 

もんだい 

もんだい かつどう よ さん　 はいぶん 

ほうりつ せい び 

こくさいぶんしょ　 ひじゅん 

さん か ようぼう せっきょくてき 

はいけい 

かんが 

わかもの つぎ きょういく 

ひ がい 

せんげんぶん 

わかもの き きん 

こくさい 

い  ぎ 

もう かんこく 

せつりつ ていしょう 

ていあん おこな しんせん　   ぐ たいてき 

とくべつ　きょういく しゃかいふっき 

しょうぎょうてきせいてき さくしゅ けん り じょうやく 

じゅうようせい みと 

か がいしゃ 

か がいしゃ 

きび しょばつ ひつよう ばあい 

せいてき さくしゅ ちょうさ 

さん か しゃ 

だい やく やく 
かつ かつ 

しょう ぎょう てき   せい  てき   さく  しゅ　　　　  なん 

こ　　　　　　　　わか  もの  だい  ひょう　　   なに 

かい  ぎ　　　　　　　　　　 さん　か　　　　　　　　　　せい　  か 
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私
わたし

がこの活
かつ

動
どう

を始
はじ

めたのは、あるテレビがきっかけだった。その日、女
じょ

優
ゆう

の東
あずま

ちづるさ

んがドイツの平
へい

和
わ

村
むら

を訪
おとず

れた。平和村には、自
じ

分
ぶん

の国
くに

で戦
せん

争
そう

があり、地
じ

雷
らい

や兵
へい

器
き

で傷
きず

ついた子ども達
たち

の身体
からだ

と心
こころ

の治
ち

療
りょう

をするところだった。その時
とき

の映
えい

像
ぞう

が、私の心に

「何
なに

か自分のできることをしたい」と思
おも

わせた。そんな時、母
はは

が「ユニセフ子どもネッ

ト」立
た

ち上
あ

げの新
しん

聞
ぶん

記
き

事
じ

を教
おし

えてくれ、私はすぐ参
さん

加
か

した。学
がっ

校
こう

の休
やす

みを利
り

用
よう

して何
なん

回
かい

か勉
べん

強
きょう

会
かい

に参加して、今こうして文を書
か

いている私がいる。「横
よこ

浜
はま

会
かい

議
ぎ

」を通
とお

して、

国
こく

内
ない

だけではなく海
かい

外
がい

の人とも交
こう

流
りゅう

でき、「たくさんの仲
なか

間
ま

」ができたことが、自分

のこれからの行
こう

動
どう

の道
みち

しるべとなったし、自
じ

信
しん

につながった気がする。またもう一つ

の活動「エイズ撲
ぼく

滅
めつ

」もこのことに関
かん

係
けい

していると知
し

ったので、そのことにもがんば

ろうと思った。横浜会議代
だい

表
ひょう

者
しゃ

として、ユニセフネットワーカーとして、この活動が

ひとりでも多くのだれかの心に「行
こう

動
どう

」の灯
あかり

をつけられますように。

私
わたし

が会
かい

議
ぎ

に参
さん

加
か

するまで抱
かか

えていた不
ふ

安
あん

は言
こと

葉
ば

の壁
かべ

で他
ほか

の国
くに

の代
だい

表
ひょう

の子とうまくコ

ミュニケーションがとれるかということでした。それが心
しん

配
ぱい

でたまらなくて、言葉が

なくても楽
たの

しめる割
わ

れないシャボン玉とか、いろいろな小
こ

道
どう

具
ぐ

をたくさん準
じゅん

備
び

していっ

たけれど、そんな物
もの

は必
ひつ

要
よう

ありませんでした。なぜなら言葉が少
すこ

しくらい通
つう

じなくて

も、最
さい

高
こう

の友
とも

達
だち

ができたからです。

アヌーはネパール代
だい

表
ひょう

の14歳
さい

の女
おんな

の子
こ

です。彼
かの

女
じょ

も英
えい

語
ご

を勉
べん

強
きょう

中
ちゅう

で、私たちは英語

があまり話
はな

せないどうし、簡
かん

単
たん

な英語やジェスチャーや絵
え

でおたがいの家
か

族
ぞく

のことや、

おたがいの国
くに

の言葉や文
ぶん

化
か

などを教
おし

えあったりしました。仲
なか

よくなっていくうちに言葉

以
い

上
じょう

に心
こころ

で会
かい

話
わ

できるということが少
すこ

しずつわかってきました。日本語でしか人と接
せっ

したことがない私が、言葉ではないもので人と接したというのはすごく新
しん

鮮
せん

なことでし

た。そして私の中の何
なに

かが変
か

わった気がします。

「言葉が通
つう

じても心が通じなければ問題は解
かい

決
けつ

できない」そんなことを私に気
き

づかせて

くれた会議だったと思います。

私
わたし

は世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

に参加して、言
こと

葉
ば

と年
ねん

齢
れい

の壁
かべ

の高
たか

さを知
し

りました。また、その壁を乗
の

り

こえることはかんたんではありませんでした。私たちは共
きょう

通
つう

の目
もく

的
てき

を達
たっ

成
せい

するために

何
なん

度
ど

もぶつかり合
あ

いました。多
おお

くの異
こと

なる若
わか

者
もの

や子どもが集
あつ

まると、まずおたがいの

ことを理
り

解
かい

するだけでもたいへんなことで、みんなで目的達成のために話
はな

し合うこと

はさらにむずかしいことであることが分
わ

かりました。しかし、多くの異なる若者や子

どもがそういう困
こん

難
なん

を乗りこえてつくったもののすばらしさや、それが持
も

つ力
ちから

の大
おお

き

さを知り、多くのおとなに大きな感
かん

動
どう

を与
あた

えるということも知りました。おたがいを

理解し、言葉や年齢の壁がだんだん低
ひく

くなっていくといいなと思
おも

います。そのために

私はこれから多くの言葉を学
まな

び、多くの国の文
ぶん

化
か

や考え方を学んでいきたいと思って

います。

私
わたし

の中
なか

で今
こん

回
かい

の会
かい

議
ぎ

はたいへん貴
き

重
ちょう

なものとなった。期
き

間
かん

中
ちゅう

、起
お

きているあいだじゅ

う、子どもの商
しょう

業
ぎょう

的
てき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

の問
もん

題
だい

に触
ふ

れているというのは、搾
さく

取
しゅ

の経
けい

験
けん

のある私に

とって大きな挑
ちょう

戦
せん

だった。また、言
こと

葉
ば

や文
ぶん

化
か

、年
ねん

齢
れい

、経
けい

験
けん

の違
ちが

いからもめたことも

多
た

々
た

あり、私
わたし

自
じ

身
しん

、言葉の分
わ

からない中での話
はな

し合いは本
ほん

当
とう

につらかった。けれども、

子どもの商業的性的搾取という同
おな

じ課
か

題
だい

に立
た

ち向
む

かう仲
なか

間
ま

である。試
し

行
こう

錯
さく

誤
ご

をくりか

えすことでひとつになり、子どもの商業的性的搾取根絶への新
あら

たな一
いっ

歩
ぽ

が踏
ふ

み出
だ

せた。

子どもの商業的性的搾取はおとなにとっては一
いっ

瞬
しゅん

の快
かい

楽
らく

だろうが、子どもにとっては

一
いっ

生
しょう

の苦
くる

しみである。しかし私は、サバイバー(被
ひ

害
がい

者
しゃ

)は、苦
くる

しみとともに痛
いた

みを知

るからこそ問題に立ち向
む

かっていける強
つよ

さを持
も

っていると思う。子どもの商業的性的

搾取は根
こん

絶
ぜつ

できるだろう。なぜなら、その根絶を望
のぞ

む仲間が世
せ

界
かい

中
じゅう

にいるのだから。

サヌータが、生
う

まれ育
そだ

ったネパー

ルの小さな村
むら

をはなれたのは2年
ねん

前
まえ

、

13歳
さい

のときでした。山がきれいに見
み

え

るいつも真
ま

っ青
さお

な空
そら

に包
つつ

まれた、うつくしい村でし

た。サヌータの家
か

族
ぞく

は朝
あさ

から晩
ばん

まで畑
はたけ

に出
で

て米
こめ

や作
さく

物
もつ

をつくり、サヌータの毎
まい

日
にち

は、家
か

畜
ちく

の牛
うし

の世
せ

話
わ

、

小さな妹
いもうと

や弟
おとうと

の世
せ

話
わ

、水くみやまきひろい、食
しょく

事
じ

を

つくるてつだい、と休
やす

む間
ま

もありません。家族のく

らしはまったく楽
らく

ではありませんでしたが、それで

も、サヌータは家族とくらすのが楽
たの

しかったのです。

そんなある日、同
おな

じ村に住
す

むおばさんがサヌータの

家族に話
はなし

をもちかけました。

「サヌータももう13歳
さい

になるよ。今さら学
がっ

校
こう

に行
い

か

せるつもりもないなら、働
はたら

き口
ぐち

をみつけたほうがい

いよ。サヌータだってちゃ

んとお金
かね

をかせぐさ。仕
し

事
ごと

をおぼえればサヌータのた

めにもなるだろうし、あん

たたちのくらしだって楽に

なるだろう。町
まち

に行けばいい仕事があるよ。

紹
しょう

介
かい

してあげてもいいんだよ。」

家族はサヌータを遠
とお

くへやるのは心
しん

配
ぱい

でしたが、同

じ村の人の話だし、だいじょうぶだろうとかんがえ

て、サヌータにこの話をしました。サヌータは、ま

だ行ったことのない大きな町がとってもすてきなとこ

ろのように思
おも

えて、いいよ、と答
こた

えました。おばさ

んは、「サヌータがこれからはたらく分
ぶん

だよ」と、お

父さんにいくらかのお金をてわたしました。

サヌータが連
つ

れていかれたのは、インドの大
だい

都
と

市
し

ボ

ンベイでした。期
き

待
たい

に胸
むね

をふくらませていたサヌー

タ。その思いは最
さい

初
しょ

の日に無
む

残
ざん

にひきちぎられまし

た。

サヌータは、うす暗
ぐら

い家
いえ

に閉
と

じこめられて外
そと

に出
で

る

こともできず、毎
まい

日
にち

、つぎつぎとあらわれる見
み

知
し

ら

ぬ男
おとこ

の人にいやらしいことをされる、じごくのよう

な生
せい

活
かつ

を送
おく

らなければならなくなってしまったので

す。同じ家には、サヌータと同じくらいの年
とし

の女の

子がたくさんいました。中にはサヌータとちがうこ

とばを話
はな

す子もいました。

サヌータもほかの女の子も、どんなに泣
な

いても叫
さけ

ん

でも、だれもたすけにきてくれませんでした。それ

どころか、泣いたり逃
に

げようとしたりすれば、

ひどくなぐられました。

15歳
さい

になったころ、サヌータはとても具
ぐ

合
あい

が悪
わる

くなり、その家
いえ

を追
お

いだされました。サ

ヌータはエイズという病
びょう

気
き

を引
ひ

きおこすウイ

ルスに感
かん

染
せん

してしまったのです。今、サヌータ

は同じような被
ひ

害
がい

にあった子どもたちがいっしょに

くらすセンターにいます。あまりにも悲
かな

しすぎて、サ

ヌータはあの家にいたあいだのことを話そうとしませ

ん。ただ、村
むら

に帰
かえ

りたいといって、ときどき泣きま

す。でも、サヌータには村に帰る体
たい

力
りょく

も、お金も、

何も残
のこ

っていません。そして、村に帰っても病
びょう

気
き

の

サヌータは家
か

族
ぞく

の重
おも

荷
に

になってしまうことをサヌー

タは知っているのです。センターの先
せん

生
せい

は、そんな

サヌータといっしょに、と

きどき歌
うた

を歌います。そ

してサヌータはきまって

「もうわたしみたいな女の

子がいないように

してね」と先生

に話すのです。

＊＊＊＊＊＊

サヌータのようにだまされて、インドの都
と

市
し

で商業的
しょうぎょうてき

性
せい

的
てき

搾
さく

取
しゅ

を強
し

いられているネパール人の女の子の数
かず

は1

年
ねん

間
かん

に5000人～7000人にもなるといわれています。

ユニセフは、子どもがゆうかいされたり、売
う

り買
か

いされ

たりしないよう、警
けい

察
さつ

と協
きょう

力
りょく

したり、読
よ

み書
か

きができ

ない女
おんな

の子にもわかるように歌
うた

をつかってメッセージを

伝
つた

えたりしています。

ひとりでも多
おお

くの子どもたちが、自
じ

分
ぶん

の人
じん

生
せい

を自分の

手
て

でえらぶことができる日が来るように…。ユニセフ

も努
ど

力
りょく

をつづけています。

矢
や

野
の

由
ゆ

理
り

子
こ

15歳
さい

東
あずま

さやか 15歳
さい

「世
せ

界
かい

会
かい

議
ぎ

に参
さん

加
か

した感
かん

想
そう

」 「会議に参加して感
かん

じたこと」 黒
くろ

島
しま

清
さや

香
か

17歳
さい

「心
こころ

に投
な

げ掛
か

けられたこと」 中
なか

村
むら

翔
か

也
や

11歳
さい

★売
う

られていく子
こ

どもたち★サヌータのおはなし
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